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義肢装具⾃⽴⽀援学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

臨床実習III（義肢装具） 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
義肢装具⼠の業務や役割について学ぶために，義肢装具製作施設で臨床実習を⾏う．本実習を通して，学内で学んだ知識や技術につい

て確認し，臨床における様々な疾患や義肢装具に触れ，専門職としての知識や技術をより深める．また義肢装具⼠の業務に関わる専門職
との連携についても学び，義肢や装具が疾患のある⽅や障がいのある⽅にどのように役⽴ち，彼らの治療や⽣活を⽀えているか，理解を
深める．

授業の目的
実際の職場での業務の段取りを知り、実際の対象者に触れることで、社会に出て義肢装具⼠として勤務する準備をするのが目的である。

学習目標
１．臨床実習IIの意義について説明できる.
２．義肢装具⼠の業務と役割について説明できる．
３．実習先の施設概要について理解してる．
４．関わった疾患のある⽅や障がいのある⽅の義肢装具について説明できる.
５．義肢装具⼠の業務に関わる専門職について説明できる.
６．実習レポートを作成，報告することができる．

授業計画

使⽤図書 

評価⽅法 
＜評価項目＞
1.実習施設評価表(実習施設の指導者による評価）
2.臨床実習報告書（学⽣が提出するレポート）
3.学習態度
※実習の1/3を⽋席した者は，科目評価資格を失うものとする．

履修上の留意点
「臨床実習IIIを履修するための基準について」に定められているすべての科目の単位を修得していなければ，履修することができない．

オフィスアワー・連絡先
ehara@nuhw.ac.jp
suda@nuhw.ac.jp

担当教員名
江原 義弘、 須⽥ 裕紀、 義肢装具⾃⽴⽀援学科教員全員

対象学年 4 対象学科 義肢

開講時期 後期 必修・選択 必修

単位数 5 時間数 225

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

○ ○ ○ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考

1 オリエンテーション 学内

2 義肢装具製作施設における実習（5週間） 学外(実習指導者）

3 報告書作成 学内

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 なし

参考書 なし

その他の資料 配付資料︓臨床実習IIIの⼿引き


